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MuP-FAXをLAN接続
MuP-FAXとパソコンとはRS232Cで接続されます。最近の

。ノートパソコンにはRS232Cの端子がないものがほとんどです

MuP-FAXをノートパソコンで使用するためにはUSBをRS23C

に変換する必要があります。USB-RS232C変換アダプターを

利用する方法がありますが、MuP-FAXに使用した場合受信のみ

で送信ができません。

そこで考えたのがネ

ットワークを使って接

続する方法です。MuP

-FAXのシリアルポー

トを「Xport」という

モジュールを使用して

ネットワークに接続し

ます。最近のノートパ

ソコンはほとんどが1

0baseTか100baseT

の端子を供えています。

ハブを介してネットワーク接続してあってMuP-FAX用のソフ

トがインストールされているパソコンならどれからでもMuP-F

AXを使用することが可能になります。

Xportを搭載した変換基板は63×90mmで片側にシリアルケ

ーブル接続用のDsub 9pinコネクターが、反対側にLANコネク

ターが取り付けられています。
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オートロータリースイッチ
プッシュスイッチ一個で多回路多接点のロータリースイッチを

構成することができます。プッシュスイッチを押すことによって

ロータリースイッチの軸が回転します。目的の切り替え位置を表

示したときにもう一度プッシュスイッチを押すとその位置で軸の

回転が止まりその接点が接続されます。さらにもう一度スイッチ

を押すと初期状態に戻ります。

実際にはプッシュスイッチでPICのプログラムを動作させ、PI

Cに接続されたリレーを制御しています。PICとリレーの組み合

わせにより回路数と接点数は使用するリレーとその種類、数によ

り自由に設定することができます。

機械式のロータリースイッチでは頭が痛くなるような複雑な回

路の組み合わせの切り替えも楽に設定できます。ただしリレーの

数が増えるという難点はあります。

利点は操作部と切り替え部が離れている遠隔操作方式なので、

パネルに大きなロータリースイッチを取り付ける場所がなくても

よいということです。液晶表示器やダイオード表示との組み合わ

せでスマートなパネ

ル面に仕上げること

が可能な利点もあり

ます。

MuP-FAX CUBE

51の切り替えでは8

回路5接点のスイッ

。チを構成しています

MuP-FAX CUBE5

1の切り替えについ

ては次項を参照してください。

MuP-FAX CUBE51 切り替え器
キューブ型のベアボーンキットで製作した小型パソコンにMu

P-FAXを組み込み、MuP-FAXの入出力をケースフロントのラ

イン出力とマイク入力のジャックを利用してトランシーバーと接

続できるようにしてあります。MuP-FAXだけでファクシミリの

送信と受信をするならこのままでもいいのですが、WXSATやJ

VCom32などのファクシミリソフトを使用する場合や、場合-F

AXの信号をこ

れらのソフトで

受信して確認す

るばあいなど、

信号を切り替え

られると便利で

す。

切り替えはす

べてCUBE51の

中で行うこと、

前面パネルの使

用可能な部分が

少ないので切り

替えスイッチの

数は少なくする

上段が5インチベイに組み込んだMuP-FAX部分で、
左寄りの四角いボタンが切り替え制御用のプッシュス
イッチ。切り替え選択が決定されるとスイッチ内のL
EDが点灯する。下の3.5インチベイにLCD表示部を
組み込んである。

MuP-FAX CUBE51に組み込まれている切
、 。り替え回路の基板 リレー5個が使用されている

こと、切り替え表示をわかりやすくすることなどを考慮してあり

ます。

切り替えモードは次のようなものを設定してあります。

1 MuP-FAXで受信、マイクの出力をトランシーバーへ

2 MuP-FAXで受信、MuP-FAXの出力をトランシーバーへ

3 MuP-FAX送信出力をPC-FAXで受信

4 PC-FAXの送信出力をMuP-FAXで受信

5 PC-FAXで受信、PC-FAXを出力をトランシーバーへ

※PC=CUBE51

なお、PC本体とパネルとの接続は元々使われていたコネクタ

ーとケーブルをそのまま流用しているのでPCには改造の手を加

えてありません。

表示方法が改善されたMuP-FAX
モニター画面
MuP-FAXは、パソコンで高解像度のアマチュア・ファクシミ

リの送受信をするためのシステムです。年々ソフトに改良が加え

られ洗練されたものに進化しつつあります。現在ではカラー画像

の送受信が可能になっています。また、受信画像の表示WINDO

Wのサイズが自由に変更できるようになりました。

これまでは副走査が縦に行われていたので気象FAXのように

横長に表示すべき画像は見にくいものでしたが、横方向への副走

査ができるようになったので非常に見やすくなりました。また、

副操作を横方向にして受信表示しているところ裏側には縦
方向の副操作をしている画面が隠れている。



1024×768以上のディスプレーでも横位置ならフルサイズの

画像をほぼそっくり表示できます。1

600×1200のディスプレーなら縦で

も横でもフルサイズの表示ができま

す。

もっともMuP-FAXの受信データは

受信時のモニター表示の状態にかかわ

らずフルサイズで記録されているの

で、JPEGに変換すれば自在に操作で

きます。

制御パネル
更に制御パネルが画像表示WINDO

Wから独立してデスクトップの好みの

場所に移動できるようになっていま

す。受信開始、停止、あるいは送信開

始、停止などの制御ボタンが並んでい

るパネルが、受信画像モニタの画面と

切り離されて自在に移動できるので、

ディスプレー画面全部を使って受信画

像を表示できます。仮にディスプレー

のサイズが小さめだったとしても、受信画像の上に重なっている

制御パネルをじゃまにならないところに動かして隠れている部分

を見ることができます。

高速化を実現したカラーFAX

MuP-FAXによる

カラーファクシミリ

通信は、通常の白黒

モードの約3倍の時間

がかかります。

そこで、通信時間

を更に短くするため

にアマチュア・ファ

クシミリモードの12

0回転を倍の240回

転に上げることにし

ました。元々MuP-F

AXは 「ひまわり」、

を受信するために24

0回転のモードをもっているのでハードウェアはそのまま使えま

す。

これにより、A5判の画像データを用いたカラーファクシミリ

通信の所用時間が6.75分と十分実用になるものとなりました。

また、HF帯での通信でも大きな画像劣化は見られないことが

分かっています。

実際に14MHzで240回転により交信したMuP-FAX
の受信画面。送信原稿となった画像のサイズはA
5にほぼ相当する760×540ドット。

頒布基板
展示しているMup-F

AXは、頒布基板に部品

を実装したものです。両

面スルーホール基板とな

ります｡ 大きさは、19

0×130mmで、タカチ

のUS-20-5-14という

タイプのケースに収めら

れるようになります｡

基板の頒布を開始しま

。 。した 希望者は係員まで
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LED XY SCOPE
従来からあるオシロスコープのX-Y表示をドットマトリクスＬ

ＥＤに置き換えて表示するものです。 87.5×87.5cmの両面

プリント基板に3mmのLEDを256個取り付け

るようになっています。この表示部のほかに、

バンドパスフィルターとLED駆動のための回路

が必要ですが、これも同じ大きさの基板を用意

しました。

できあがった2枚の基板を背中合わせに重ね

て組み合わせるとクロスパターン表示器ができ

あがります。これに電源を接続し、信号を入れれば、そのままで

使用可能です。コンパクトなのでファクシミリ用インターフェイ

スやRTTY復調機などに内蔵させることが出来ます。一方小型の

ケースに組み込んで独立したクロスパターン表示器とすることも

できます。最も簡単なのは、10枚入りのフロッピーケースを利

用する方法です。透明なケースに半透明なシールを貼ると、基板

などは見えにくくなり、点灯したLEDだけが見えるので見栄え

がするものになります。

この基板は頒布をしています。 JO1XBE

小型化 LED XYスコープ2点
以前発表されたドットマトリクス

LEDを用いたクロスパターン表示の

チューニング・インジケーターの表

。示部に新しい基板が製作されました

これまでのLEDチューニング・イン

ジケーターは回路部と表示部が同じ

、大きさの2枚の基板からできており

この2枚を2階建てに組み合わせて使

用しました。

。 、組み込むケースも専用のものを各自工夫していました 今回は

マイク/FAX切り替え器やMuP-FAXなどのケースに組み込みや

すいように、回路基板を横にし、表示部を立てられるようにしま

した。

小型のドットマトリクスLEDをコネクターを用いて回路基板

に垂直に立てられるようにしてあります。

復調回路を調整することによ

ってRTTYにも使用できます。

JS1LFB

一方復調回路には代わりあり

ませんが新たに小型基板に制作

し、16×16ドットの小型ドッ

トマトリクスLED表示器をユニ

バーサル基板に直角に直接取り

付けて制作してケースにくみこ

みやすくしました。

JO1XBE

万能型FAXマイク切り替え器
付属機器とトランシーバーとの接続は簡単なことなのですが、

マイクロフォンと付属機器との切り替え、マイクコネクターの形

状の違いなどを考えるとついおっくうになります。特定の周波数

帯でトランシーバー1台の運用ならならまだしも、HFとVHF、

あるいはUHFなどと複数の周波数帯で運用するとなるとどうし

てもマイクコネクタの形状

が異なってきます。

それぞれのトランシーバ

ーに合わせたコードを用意

し切り替え回路の出力を接

続してFAXの信号は入れら

れても、マイクコネクタの

形状と接続方法がことなる

ため、簡単には使えないケ

ースがあります。

そこで切り替え器を製作するわけ

ですが、とかく特定の組み合わせに

限定されてしまいます。そこで、考

えられたのがどのメーカーのマイク

コネクターの接続方式にも対応す

る、万能型FAX（付属機器）マイク

切り替え器です。

使用するマイクやトランシーバーに応じて、内部のジャンパー

で設定を変更できるようになっています。3台までのトランシー

バーを同時に接続してそれぞれを切り替えられるようにしてあり

ます。



プリント基板を製作しました。コネクタも含めたすべてのパー

ツを基板上に搭載するので、面倒な配線は一切不要です。また、

基板を完成させれば、MuP-FAXと同様そのままでも使用可能に

なります。切り替えにはリレーを用いており、動作の信頼性が高

いものとなっています。
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1MuP-FAX CUBE5
MuP-FAXをキューブ型パソコンのケースに組み込み一体化さ

せました。

185×200×300mmのきわめて小さいケースですが、機能

はデスクトップ型に勝るものを持っています。オンボードでグラ

フィック機能、サウンド、LAN、をそなえています。さらにAT

A133、USB2.0が前面と背面に2ポートずつ計4ポート、IEEE

1394が前面に2，背面に1、SPDIF INとSPDIF OUTが各1、

などとなっており、ないのはRAIDくらいです。

これらの機能はともかく、ケースの構造がMuP-FAX基板を組

み込むのに適しています。

ケースの構造によ

ってはMuP-FAX基

板を5インチドライブ

の大きさのケースに

一旦組み込んでからP

Cケースに取り付けな

ければなりません。

しかし、このSS51G

では、1つの5インチ

ベイと2つの3.5イン

チベイが一体になっ

ており、そっくり取

り外せるようになっ

ています。そして、

最上段の5インチベイと2番目の3.5インチベイの境は階段状に

なっています。この部分に5インチのドライブを乗せることがで

きます。

ドライブと同じ大きさの板を乗せて、その上にMuP-FAX基板

をスペーサーとビスで取り付けてあります。

フロントパネルもアルミでできており、そこにアクリル板が張

り付けてられています。ここにMuP-FAXの前面のスイッチやL

EDのための穴をあけ、MuP-FAXのパネルとしてそのまま使用

しています。

SS51Gでは、前面のラインアウトジャックとマイクインのジ

ャックにつながるケーブルは、先端のコネクターでマザーボード

。 、に接続されています このコネクターをマザーボードから外して

MuP-FAX基板側に接続することによって前面パネルの入出力ジ

ャックをMuP-FAXの入出力に流用しています。

ケース自体には一切手を加えずにMuP-FAX内蔵のパソコンを

組み上げてあります。

また、他のパソコンFAXソフトでオーディオ入力端子を使用

するものとMuP-FAXとの切り替えがこの部分をうまく利用する

とスマートに処理できます。 JK1EWY

液晶表示器と蛍光表示管で
XYスコープ
XYスコープをドットマ

トリクスLEDではなく、液

晶表示器に表示させていま

す。液晶表示器の制御には

AKI80を利用しています。

また、同様にして蛍光表示

管にも表示させてみまし

た。

表示器か横長であるため

クロスパターン表示では、横方向が余ってしまいます。適切なサ

イズの液晶表示器かまたは、蛍光表示管を使用することができれ

ばかなりコンパクトなXYスコープを製作することが可能になり

ます。 JO1XBE

PICチューニング・インジケーター
PICを利用したマルチモードのチューニング・インジケーター

です。アマチュア・ファクシミリ、ミニファクスの電話FAXモ

ード、CWの3種類を切り替えて表示させることができます。モ

ードの切り替えはマルチモード・ジェネレーターと同じです。

信号の処理をPICで行うのでフィルター回路がありません。そ

のため、目的の周波数に合わせる調整が不要です。製作すればそ

のまま使用可能となります。また、プログラムを変更することで

様々なモードのチューニング・インジケーターとすることができ

ます。

表示はLEDバーグラフ

と液晶表示器上のバーグ

ラフと2通りの方法があ

ります。16F877の場合

はI/Oポートが多いので2

3ポイントのバーグラフ

を苦もなく実現できま

す。

展示しているものはPI

C 16F877を使用していますが、16F873でも全く同一のプロ

グラムで動作します。表示LEDの数を少なくすることによって1

6F84を使用することも可能です。プログラムファイル(HEX FI

LEのみ)または、書き込み済みのPICを希望する方は係員にお申

し出ください。

PIC16F84によるLED8ポイントのチューニングインジケー

ターとPIC15F877による液晶表示のチューニングインジケー

タについては、説明書「PICで遊ぼう」に詳しいことを記してあ

ります。

また、16F

877を用いた

チューニング

インジケータ

ーをプリント

基板に組んだ

ものも展示し

てあります。

これは、LED

表示、液晶表示のいずれにも使用可能なものとなっています。
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パソコンFAX説明書
WXSat、JVCom32それにMuP-FAX

と3種類のファクシミリ用ソフトについて

の、初期設定、操作方法などについて画面

の写真入りで説明をしてあります。

WXSatとJVCom32は、両者ともオン

ラインマニュアルが英文であるため、設定

にとまどうところがあります。それをわか

りやすく解説したのが本書です。


